
3.4 切土工事を対象とした地質調査 

（１）切土時の課題例 
  建設工事においてのり面・斜面の崩壊や地すべりなどが発生すると、その復旧に予期せぬ多額の

費用を要したり、交通途絶や人命を損なうこともあり影響が大きくなります。長期にわたり切土の

り面を維持するためには、計画・設計段階から災害が起こりにくく維持管理のしやすい路線を見定

める必要があり、段階毎に適した調査を実施しなければならなりません。このため、概略設計、予

備設計、詳細設計の各段階で、予備調査、本調査、必要に応じて第二次本調査が行われます。 
  予備調査は、路線検討のための資料調査、現地踏査などにより問題箇所の抽出が目的となります。 
  本調査では、のり面の崩壊機構の推定と安定度の検討、適切な対策設計を行うために、計画路線

上およびその周囲に分布するのり面・斜面に対して現地踏査、ボーリング調査、弾性波探査などの

地質調査や、計測器による計測調査を行います。 
 

 
道路建設事業の各段階におけるのり面工・斜面安定工による対応 

「道路土工-切土工・斜面安定工指針 H21.6」より 
 



 
切土検討時に留意すべき地盤に関する課題には以下が上げられます。 
・切土のり面の安定性 
・地山のリッパビリティー（掘削の容易性） 
・掘削土の盛土材料としての適否（土取場としての評価） 
・切土部の路床面評価 
・構造物の支持層 
・環境への配慮 
切土のり面の地山強度は、切土による応力解放による緩み、降水による吸水膨張、凍害などによ

り時間経過とともに強度が低下するのが一般的です。このため切土のり面では短期的安定より長期

的安定が重要となる。特に安定性に注意が必要な条件として、高さ 30m 以上の切土、地すべり地の

切土、崖錐・軟弱層など不安定な土質の切土、断層破砕帯が出現する切土、スレーキングの恐れが

ある軟岩、固結粘土からなる切土、切土後の強度低下が著しい海成粘土の切土、湧水が多い切土、

流れ盤構造の切土などが上げられます。 

   
弾性波速度・土軟硬区分と地山のリッパビリティ－例 

 

 
土質・岩質区分と切土のり面の標準のり面勾配 

「道路土工-切土工・斜面安定工指針 H21.6」より  



（２）切土の検討内容に対する必要調査項目 
  切土部で想定される課題に対して調査すべき項目には以下があります。 
    ・地形（不安定地形） 
    ・地質（地質構成、地質九蔵） 
    ・地山の工学的特徴（土軟硬区分、風化度、割れ目） 
    ・地山の物性（物理・力学的特性とその経時変化） 
    ・地下水状況 
    ・その他（変状・災害の状況） 

   
切土部で行う調査項目のイメージ 

「東日本/中日本/西日本高速道路株式会社 調査要領」より 



 

 
 

調査目的・方法と調査項目 

 
「東日本/中日本/西日本高速道路株式会社 調査要領」より 
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地形判読

地形地質踏査

弾性波探査（岩盤のり面の場合）

機械ボーリング

標準貫入試験

コアボーリング・コア観察（岩盤のり面の場合）

速度検層、電気検層、地下水検層（岩盤のり面の場合）

岩石試験（岩盤のり面の場合）

　見かけ比重、一軸圧縮試験、圧裂引張試験、超音波伝播速度測定

　スレーキング試験

土質試験（土質のり面の場合）

　土粒子密度、含水比、粒度、液性限界・塑性限界試験など

　締固め試験、ＣＢＲ試験など

地下水関連の調査

　現場透水試験

　水位・水量測定

　地下水追跡　他

変状調査（地すべり等の地盤変状が疑われる場合）

　簡易：パッチング、測量ピン間隔測定、抜き板測定

　ボーリング孔利用：孔内傾斜計、パイプひずみ計

　地表面移動観測：地盤伸縮計、地盤傾斜計、光波による測距

切土のり面の安定性
　地形：不安定な地形

　地質：地質名・分布、節理などの方向、断層破砕帯の方向・性状

　地山の工学的特性：風化、土軟硬区分、分離面の開口度・性状

　地山の物性：土の物理・力学特性、岩の物理・力学特性

　地下水状況：地下水位・湧水状況

　その他：変状の経時変化

地山の掘削の容易性
　地質：地質名・分布、節理などの方向

　地山の工学的特性：風化、土軟硬区分、分離面の開口度・性状

　地山の物性：土の物理・力学特性、岩の物理・力学特性

　地下水状況：地下水位・湧水状況

地下水問題
　地質：地質名・分布

　地下水状況：地下水位・湧水状況、透水係数、井戸・湧水の利用状況

盛土材料としての適否
　地質：地質名・分布

　地山の工学的特性：土軟硬区分

　地山の物性：土の物理・力学特性、岩の物理・力学特性

路床面評価
　地質：地質名・分布

　地山の工学的特性：風化、土軟硬区分

　地山の物性：土の物理・力学特性、岩の物理・力学特性

　地下水状況：地下水位・湧水状況

変状・災害対策
　地形：不安定な地形

　地質：地質名・分布、節理などの方向、断層破砕帯の方向・性状

　地下水状況：地下水位・湧水状況

　その他：変状の経時変化



 

 
「道路土工-切土工・斜面安定工指針 H21.6」より 

 
切土によって周辺地下水に悪影響を及ぼす恐れがあると判断される場合に、必要に応じて以下の調

査を行います。 

 
「改定 地質調査要領 全国地質調査業協会連合会編」より 

 
 
 
 
 
 
  



（３）調査計画事例 
 

 
「改訂 地質調査要領 全国地質調査業協会連合会編」より 

 
 


